
講義コード 1093 科目区分 専門教育科目（子ども生活学専攻）

（フリガナ） カテイシエンロン （フリガナ） ヤマグチ　キオト

授業科目名 家庭支援論 担当教員名 山口　季音

英文授業科目名

基準年次（開講期） 2年次（後期） 履修形態 選択（保育士必修科目）

曜日/時限/講義室

授業の方法 講義
授業の方法
（詳細情報）

講義中心、学生の発表

単位 2 週時間 2

授業のキーワード

授業概要・目的

到達度評価の
評価項目

教科書・参考書等

授業で使用する
機器等

予習・復習への
アドバイス

履修上の注意・
受講条件等

成績評価の基準等

メッセージ

オフィス・アワー

その他

戦後の子育て支援の変遷について

子育てにかかわる政策の変遷

子育て・家庭支援のあり方、保育相談支援

現代における家族像、家族像の変遷

近年の子育て環境および子育て支援の体制について

子育て支援と保育者の役割

第4回

第3回

第2回

職場での男女平等、子育ての社会化

第15回

第9回

第8回

第7回

第6回

第5回

第14回

第13回

第12回

第11回

第10回

子育て支援の施策

児童福祉施設における子育て支援

現代家族をめぐる子育て環境

男女共同参画社会と子育て

現代社会と児童問題

現代の子どもがかかわる社会問題について

障がい児、保護者の受容

児童虐待に対する社会的支援

児童虐待、児童虐待相談対応件数、家庭と安全

子どもの貧困問題を中心に家庭支援の背景を解説

家庭支援の必要性

子育て支援の歴史　戦前

子育て支援の歴史　戦後

保育所の子育て支援

障がいのある子どもとその家庭に対する社会的支援

保育所保育における家庭・子育て支援の方法

孤児院、託児所等の戦前の子育て支援について

Home support theory

家族の多様化とその背景

月曜日／3時限／保育実習室

家族、家庭、子育て、支援

近年、家族形態の多様化が進み、子育て環境も大きく変化している。そうした中、誰に対して、どのような支援が必要に
なるのか。この授業では、家庭支援の背景や必要性、及び目的・方法を理解することを通して、家庭支援のあり方につ
いて考える。

①子育て家庭を取り巻く社会的状況について理解する。②子育て家庭の支援体制について理解する。③家庭支援のあ
り方について議論ができるようになる。

授業計画

オリエンテーション／家族とは何か

授業の進め方、成績評価の解説、家族について考える意味
第1回

まとめ／支援とは何をすることか

乳児院、児童養護施設

遅刻や授業中の私語、課題提出が遅れた等、減点の対象となる。

当事者、支援者

適宜資料を配布する。参考文献として、橋本真紀・山縣文治編(2015)『よくわかる家庭支援論 第2版』、ミネルヴァ書房。

プロジェクター、映像機器。

毎回のテーマに沿って最近の新聞記事等をチェックしておくことが望ましい。

・保育士資格必修科目。

以下の3つの観点から評価する
１） 授業に取り組む姿勢（30/100）
２） 提出課題（20/100）
３） レポート（50/100）


